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本研修は週 1 回 2 時間程度，工学部科学技術
育成センター内の溶接室で行った．図１に研修
プロセスを示す．法令理解，技術修得，安全管











     図１ 研修プロセス 
                      
 * 第 1 技術室 機器開発・試作班 
** 第 2 技術室 物理計測班 
3. 研修内容 
3.1 被覆アーク溶接の概要 































































































































      図 5  KY 活動の状況 
 
④リスクアセスメント 































汗や雨で濡れ、溶接棒が腕に触れて感電する 4 4 6 Ⅳ 衣類を乾かす。雨天時はなるべく作業しない
ケーブルの被覆が破れ、アース線の接続不良で感電する 2 1 6 Ⅲ ケーブル他の使用前点検する
電流調節レバーの動作不良により、過大電流が流れ感電する 2 2 6 Ⅲ クランプ電流計で、ケーブル電流を測定する
溶接直後の部分に触って火傷する 1 1 3 Ⅱ 冷めるまで触らない
飛び散る火花(スパッタ)が服や靴に入りやけどする 2 2 1 Ⅰ 火花が入らない服装と長靴
ヒューム・スラグ粒子を長期に吸い込んでじん肺になる 1 6 10 Ⅳ 屋内は局所排気を使用する防塵マスクを使用する
スラグで足元が滑べり疲労しやすい 4 2 1 Ⅱ ５S活動の実施
狭い煩雑な場所、屋外又は高所作業など環境の変化に伴いミス
や危険が増える 2 4 10 Ⅳ 危険予知活動（KY活動）の実施
溶接光(紫外線・青光=ブルーライト)を見て目が痛くなる 4 4 4 Ⅲ 遮光メガネを使用し、長時間作業をしない
ケーブルに足を引っ掛け転倒する 2 1 1 I ケーブルを煩雑にしない作業台に這わしてまとめる
※厚生労働省 リスクアセスメント評価基準を参考に作成































      図 7 アーク発生方法 


















































        
         
3.3.3 隅肉溶接 

































      
         






































































  図 11 薄板材の溶接 
工夫した点
材質：一般構造用圧延鋼SS400 
板厚：2mm 薄板材のため熱に耐え切れず穴が開いている状態 電流を上げて少しずつ点を打つように溶接を行った
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